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衆
議
院
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付
）
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旨

）

本
法
律
案
は
、
我
が
国
の
産
業
の
再
生
と
信
用
秩
序
の
維
持
を
図
る
た
め
、
有
用
な
経
営
資
源
を
有
し
な
が
ら
過
大
な
債
務

を
負
っ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
金
融
機
関
等
か
ら
の
債
権
の
買
取
り
等
を
通
じ
て
そ
の
事
業
の
再
生
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
株
式
会
社
産
業
再
生
機
構
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
設
立
等

１

株
式
会
社
産
業
再
生
機
構
（
以
下
「
産
業
再
生
機
構
」
と
い
う

）
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
に
よ
り
、
一
を
限
っ
て
設

。

立
さ
れ
る
。

２

預
金
保
険
機
構
は
、
産
業
再
生
機
構
の
発
行
済
株
式
の
二
分
の
一
以
上
を
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
産
業
再
生
委
員
会

１

産
業
再
生
機
構
に
、
産
業
再
生
委
員
会
を
置
く
。

２

産
業
再
生
委
員
会
は
、
産
業
再
生
機
構
の
取
締
役
の
中
か
ら
、
三
人
以
上
七
人
以
内
の
委
員
を
選
定
し
て
組
織
す
る
。

３

産
業
再
生
委
員
会
は
、
再
生
支
援
の
決
定
、
債
権
の
買
取
り
等
（
債
権
の
買
取
り
又
は
貸
付
債
権
の
信
託
の
引
受
け
）
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の
決
定
、
債
権
又
は
持
分
の
処
分
の
決
定
等
、
産
業
再
生
機
構
の
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
決
定
す
る
。

三
、
支
援
基
準

主
務
大
臣
は
、
事
業
所
管
大
臣
の
意
見
を
聴
い
て
、
産
業
再
生
機
構
が
再
生
支
援
の
決
定
又
は
債
権
の
買
取
り
等
の
決
定

に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
支
援
基
準
を
定
め
る
。

四
、
産
業
再
生
機
構
の
業
務

１

産
業
再
生
機
構
は
、
過
大
な
債
務
を
負
っ
て
い
る
事
業
者
と
そ
の
債
権
者
で
あ
る
一
以
上
の
金
融
機
関
等
と
の
連
名
に

よ
る
事
業
再
生
計
画
を
添
付
し
た
申
込
み
を
受
け
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
主
務
大
臣
及
び
事
業
所
管
大
臣
の
意
見
を
聴

い
て
、
支
援
基
準
に
従
っ
て
、
再
生
支
援
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。

２

産
業
再
生
機
構
は
、
支
援
決
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
対
象
事
業
者
の
債
権
者
で
あ
る
関
係
金
融
機
関
等
に
対
し
、
債
権

の
買
取
り
の
申
込
み
又
は
事
業
再
生
計
画
へ
の
同
意
の
回
答

買
取
申
込
み
等

を
す
る
よ
う
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（

）

。

３

産
業
再
生
機
構
は
、
回
答
期
間
が
満
了
し
、
又
は
す
べ
て
の
関
係
金
融
機
関
等
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
主
務
大
臣
の
意
見
を
聴
い
て
、
債
権
の
買
取
り
等
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

産
業
再
生
機
構
は
、
買
取
申
込
み
等
期
間
の
末
日
を
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。

５

産
業
再
生
機
構
が
債
権
の
買
取
り
を
行
う
場
合
の
価
格
は
、
支
援
決
定
に
係
る
事
業
再
生
計
画
を
勘
案
し
た
適
正
な
時

価
を
上
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。

６

産
業
再
生
機
構
は
、
債
権
又
は
持
分
の
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
主
務
大
臣
の
意
見
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
買
取
決
定
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
す
べ
て
の
債
権
又
は
持
分
の
処
分
を
行
う
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

五
、
そ
の
他

１

政
府
保
証
及
び
損
失
補
助

イ

政
府
は
、
産
業
再
生
機
構
の
資
金
調
達
（
借
入
れ
又
は
社
債
の
発
行
）
に
対
し
て
保
証
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ロ

政
府
は
、
産
業
再
生
機
構
が
解
散
時
に
債
務
超
過
と
な
っ
た
場
合
、
損
失
補
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

預
金
保
険
機
構
の
業
務
の
特
例
等

イ

預
金
保
険
機
構
は
、
産
業
再
生
機
構
の
設
立
の
発
起
人
と
な
り
、
及
び
産
業
再
生
機
構
に
対
し
出
資
を
行
う
。

ロ

政
府
は
、
イ
の
業
務
の
た
め
、
預
金
保
険
機
構
の
資
金
調
達
（
借
入
れ
又
は
預
金
保
険
機
構
債
券
の
発
行
）
に
対
し
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て
保
証
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
と
す
る
。

４

関
係
施
策
及
び
関
係
機
関
と
の
協
力

イ

産
業
再
生
機
構
は
、
再
生
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
に
よ
る
支
援
措
置
と
の
連
携
を
と
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ

産
業
再
生
機
構
は

債
権
の
買
取
り
に
際
し
て
の
適
正
な
時
価
の
算
定
等
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、

、

金
融
庁
又
は
日
本
銀
行
に
対
し
、
技
術
的
助
言
そ
の
他
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ

産
業
再
生
機
構
は
、
預
金
保
険
機
構
及
び
特
定
協
定
銀
行
（
整
理
回
収
機
構
）
と
の
協
力
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
適

正
か
つ
効
率
的
に
業
務
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ニ

政
府
関
係
金
融
機
関
等
は
、
対
象
事
業
者
に
対
す
る
債
務
の
免
除
等
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
。

５

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

６

政
府
は
、
施
行
後
二
年
以
内
に
、
施
行
状
況
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
産
業
再
生
機
構
に
係
る
制
度
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。
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な
お
、
本
法
律
案
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
産
業
再
生
機
構
は
、
①
雇
用
の
安
定
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
我
が
国
の

産
業
の
再
生
を
図
る
と
と
も
に
、
金
融
機
関
等
の
不
良
債
権
の
処
理
の
促
進
に
よ
る
信
用
秩
序
の
維
持
を
図
る
こ
と
、
②
再
生

支
援
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
再
生
支
援
の
申
込
み
を
し
た
事
業
者
に
お
け
る
事
業
再
生
計
画
に
つ
い

て
の
労
働
者
と
の
協
議
の
状
況
等
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
③
再
生
支
援
の
申
込
み
を
し
た
事
業
者
が
中
小
規
模

の
事
業
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
再
生
支
援
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
事
業
者
の
企
業
規
模
を
理

由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
追
加
す
る
修
正
が
行
わ
れ
た
。


